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齢 文内容の要旨

NADPH 存在下て~ti ssue homogenateと哨-testosteroneのincubalion 笑験により、生後30日幼

活ラ y ト孝JL(5C-IOOnmol.s / g tissue or lOOmg protein/hr)の5α-reduced productsの総

和の生成速度は、前立線(2 -4 nmoles /g tissue/hr)の約20惜の orderであった。がJ者ラソ ト

から分離した制精管、性細胞、非性細胞 (各々 7-10、11-13、5-7 nmoles/lOOmg protein /hr) 

の C19-steroid.d.4
- 5α-reductase活性は、前i立線とほぼ同じorderであった。一方androgennon-

respons Ive tlssueである筋、牌臓では、 4・-5α-reductase活性は、ほとんどなかった.組織培養

系の場合も、幼若ラ y 卜細精管、前立腺の 5α-reducedproductsの形成は、 ほぽ同じorderであっ

た(各々 3-17、4-20nmol.s /lOOmg prote in /hr)。

androgen non-responsive tIssueである筋では、ム・-5α-reducedproductsの形成は、ほとんど

みられなかった。以上の様に、組織t音養系と m vltro系の結呆は、良〈一致しており、細精管、性細

胞がtestosteroneの targettissueである事が、 強 〈示唆された。 幼若ラ ット幸丸の各組織(細精

管、性細胞.非性細胞)は、前立腺よりも高い 5α-androstane-30-、&-3β-hybroxysteroid de-

hydrogenase活性を有している事が分った。組織培養系で、細精管、 前立腺組織分画中に、 特異的に

lesspolar substanceが蓄積する。これは、主に 5α-androstane-3α、17β'-diol と、 何か他のもの

( {9IJえば Iipid のようなもの)が結合して、 lesspolarな物質になっている事が分った。細精管は、

collagenase処理によ って分離される e そして、性細胞は、非性細胞から 、34"C、2日聞の細精管細

胞のcellcultureによ って分離する事ができた。

以上の事から、幼若ラ y ト幸丸の性細胞は、 androgenresponsive tissueの特徴をもっている事

が示唆された。
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論文の審査 結果の要旨

従来脳下垂体が精子形成を維持する為に必要で、あることが知られていたが、その為にFSHとLHを

介するandrogen がどの様に関与するかについては多くの議論のあるところである。最近testoster-

oneはその標的組織で、activeandrogenである 5α-dihydrotestosterone に代謝きれてはじめて活

性を示すようになることが明らかにされたが、この testosterone→5α-dihydrotestosteroneを起す

5α-reductase は androgen の標的組織に特異的に強い活性があり、幼若ラット幸丸にもその活性

は強いが、それは幸丸の細胞群のうちのLeydigcellに担われているものと解されていた。

安江君の論文は germcellこそ androgenの標的細胞であろうとの考えから、その 5a-reduct-

aseの活性を測定し、そのことが正しいことを証明したものである。すなわち、安江君らはcollage由

nase 処理と組織培養法を使用して、 germcell をLeydigcell その他の非性細胞群と分離する方

法を開発し、 germcell に5α-reductaseの強い活性があることを認めた。またこのことは tissue

homogenate， germ cell 、細精管など組織培養系や invitro系の結果でよい一致を示した。

従づて germcell自身がtestosteroneの標的細胞であることが安江君の研究からはじめて強く示

唆されたことになる。

更に安江君の研究で特に組織培養系で細精管分剛中に lesspolar substanceが多く蓄積すること

が認められた。 testosterone の代謝中間物として、 5α-androstane-3α， 17かdiole と lipidが

結合したか冶るlesspolar substance に変ることが明らかにされた意義も決して小きくはない。

この論文の内容は germcellが androgenの代謝に関して、 5 a-reductaseの強い活性があると

いう点からその標的細胞としての特徴をもっていることを明らかにし、更に lesspolar substance 

の蓄積など、多くの著しい貢献をしたものと考えられ、参考論文とあわせて理学博士の学位論文とし

て十分価値あるものと認める。
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